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概  要 

 

 このコントロールソフトウェア（以下、本ソフト）は、Ｖ／Ａエラー検出装置からの映

像・音声のエラー情報を総合的に管理し、監視項目についてエラー情報を通知します。 

 Ｖ／Ａエラー検出装置を最大２０台・１６０チャンネルまで同時に監視できます。 

システム設定により、チャンネル数・背景色等運用コンピュータ上に表現するＧＵＩを

選択することができます。 

 エラー通知と同時に該当するチャンネルのボタンが赤く変化し、ログウィンドウにエラ

ー内容を表示します。エラーの確認操作・エラーの自動復帰でエラー発生チャンネルの

ボタン色が緑・黄・通常（灰）色に変化することで、状況を把握することができます。 

 ログウィンドウには検知開始・停止、エラー確認操作、担当者変更、各種設定変更等も

表示します。ログの内容は表計算・データベースソフトにて処理できるＣＳＶ形式でフ

ァイルに保存することができます。 

 監視チャンネル毎にチャンネル名称やエラー毎の判定通知時間を設定することができま

す。 

 スケジュール機能を装備し、この機能を利用してチャンネル毎のミュート設定・解除が

可能です。 

運用画面／起動直後 

 

 

 

 

エラー発生画面 

 

 



 

 ３ 

０．初回起動時の認証について 

 

①認証キーの設定について 

 

インストール後、最初の起動時には認証キーの入力が必要です。販売元から配布された認証キ

ーを入力してください。 

 

 

 

 

②正しいキーを入力すると、本ソフト再起動のメッセージが表示されます。 

 これ以降は通常に起動します。 
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１．運用中画面説明 

 

運用中は下記のような画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバー 
システムエラー 

確認ボタン 

チャンネルボタン 

チャンネル数分表示され、状態を色であらわします。 

検知開始／停止ボタン 

担当者選択ボタン 

ログリスト 

ＬＡＮ接続状態 

ステータス 



 

 ５ 

２．担当者管理について 

 

２－１．担当者の種類 

本ソフト起動時は、担当者に【ログアウト】が設定されています。 

担当者が【ログアウト】の状態では、エラー検知のみを行い、エラーの確認や各項目の設定など

ができない状態となっています。 

 

担当者には下記の３種類があります。 

 

１．ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ【デフォルトの管理者】 

本ソフトインストール時にデフォルトで登録されている担当者です。 

※ デフォルトのログインパスワードは【[admin]】となっております。 

インストール後、パスワードの変更をお願いいたします。 

 

２．管理者ユーザー 

上記“ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ”と同じ権限を持つ担当者です。 

エラーの確認、エラーログの検索の他、検知停止・開始・マスク値の変更、その他全ての 

設定項目の変更が可能です。 

 

 

３．運用者ユーザー 

エラーが発生した際の確認・エラーログの検索のみ可能です。 
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２－２．担当者登録方法 

 

①インストール直後の画面 

 

 ボタンをクリックすると、上記画面が表示されます。 

インストール直後は、“Administrator”と “ログアウト”しかありませんので、 

“Administrator”でログインしてください。（デフォルトのパスワードは【[admin]】です。） 

 

 

②メニューバーの  をクリックすると、下記画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ７ 

③  ボタンで、新規担当者を登録します。（下記画面となります。） 

 

 
 

●名   前：担当者の名前を入力します。（*入力必頇） 

●電 話 番 号：オプションでモデムを取り付けることにより、エラーが起こった際に発信する

電話番号を入力します。 

●電子メール：  にチェックをつけ、メールサーバーを設定することに

より（“２－１－（５）メールサーバーの設定”を参照）、エラーが発生した場合

にメール通知する宛先アドレスです。 

●  

：コミュニティチャンネルを設定した場合（ページ“２－１－（５）メールサー

バーの設定”を参照）、コミュニティチャンネルにエラーが発生した場合のみメ

ール通知します。 

●権   限：ここにチェックをつけると、前ページに述べた“管理者ユーザー”となります。  

（ここにチェックが無い場合は、“運用者ユーザー”となります。） 

 

④ 必要事項を入力し、  ボタンをクリックします。 

 

 
 

 まだパスワードは設定できません。 



 

 ８ 

⑤ 担当者が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 担当者のログインに、パスワードを追加する場合。 

 

追加したい担当者にカーソルを移動し、ダブルクリックするか ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンをクリックすると、下記画面が表示されます。 



 

 ９ 

“古いパスワード”は、デフォルトでは何も入っていませんので、入力しないでください。 

“新しいパスワード”の方に、パスワードを入力してください。 

 

 

 
 

 

パスワードが登録されました。 
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３．設定（メニューバー） 
 

３－１．システム設定 

●チャンネル表示ボタン数、運用メイン画面の背景色ほか、エラーログ、システムエラー発生時

再生音、時刻合わせ等の設定を行ないます。 

 

①メニューバーの“設定（Ｓ）”の“システム（Ｓ）”を左クリックします。 

 

 

②システムメニューが表示されます。 

（１）起動時 

起動時のミュート動作を設定します。 

 

 

チェックを付けると、本ソフト終了時のミュート状態を保持します。 

チェックをはずすと、本ソフト起動時、常にミュート解除状態となります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １１ 

（２）時刻補正 

運用コンピュータの時刻補正方法を設定します。 

時刻の補正方法は、２通りあります。 

Ａ．タイムコードボードがパソコンに増設されている場合、ボードを使って時刻を補正する 

  ことができます。その際は、こちらにチェックをつけてください。 

 

 

Ｂ．パソコンがインターネットに接続されている場合、ＮＴＰサーバーを使って時刻を補 

正することができます。その際は、こちらにチェックをつけ、お使いになるＮＴＰ 

サーバーのＩＰアドレスを入力してください。 

 

＊＊ 注意事項 ＊＊ 

・＜23:55:00 ～ 0:05:00＞ の間は 補正処理を行いません。 

・補正時刻を＜0:00:00＞に設定すると補正処理を行いません。 

・  にチェックした場合、2 つの時刻は最低３分以上あけてください。 
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（３）ログ 

ログの全削除実行と CSV 形式のログ保存について設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ファイル名＞ 

保存される CSV ファイル名は運用コンピュータのシステム日付（西暦年・月・日）より、 

・  を選択 ： “9999_99.csv”    （西暦年＿月．ＣＳＶ） 

例．2008_08.csv 

・  を選択 ： “9999_99_99.csv” （西暦年＿月＿日．ＣＳＶ） 

例．2008_08_01.csv 

のＣＳＶファイル形式で作成・保存されます。 

 

 

＜ログ保存フォルダの指定方法＞ 

  に直接入力するか、 

  をクリックします。 

 

 

 

ログを保存する場合に、チェックをつけます。 

ログをＣＳＶ形式で、１ヶ月単位または日単位で保存できます。 

このボタンを押すと、現在までのログが全て削除されます。 

このボタンを押して、保存場所を指定します。 



 

 １３ 

表示される手順に沿って、保存先フォルダを設定します。 
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（４）テキスト読み上げ 

 

エラー発生時にエラーメッセージを音声で読み上げる設定を行います。 

 

 

 

 

    ① 音声読み上げの設定 

 チェックを付けると、エラー発生時、スケジュール開始・停止時に音声案内を 

 行います。 

チェックをはずすと、音声案内は行いません。 

 

    ② テスト読み上げ 

      

         ボタンをクリックすると、「テスト」に表示されているテキストを 

     読み上げます。 

 

 

 

 

 



 

 １５ 

（５）メールサーバーの設定 

運用コンピュータがインターネットに接続されている場合、エラー発生をメールで通知す

ることができます。メール送信する場合は、メールサーバーの情報を設定してください。 

 

① メールサーバー設定 

 

      メール送信できなかったときの処理ではメール送信をリトライします。 

     リトライ回数とリトライ間隔を設定してください。 

    ② メール通知設定 

 メール通知の要否を選択します。チェックを付けた項目のメール通知を行います。 

 

運用状況や、サーバ

ーのセキュリティ上

必要な場合は、チェ

ックをつけてくださ

い。 



 

 １６ 

 

 

（６）動作モード 

 

クライアント機が増えるなど、システム形態が変わる場合に設定します。 

 
 

 

 

 

（７）キー設定 

 

クライアント増設の場合に、新たに発行される認証キーを設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １７ 

 

 

３－２．ＤＥＴユニット（エラー検出装置）設定 

 

エラー検出装置のＩＰアドレス・ソケットポートやエラー検出時のアラーム・ログメッセージ、

チャンネル毎の名称・マスク値（エラーと判定する時間）を設定します。 

 

 

（１）チャンネル数の設定 

 

①映像・音声監視（Ｄ）のチャンネル数（Ｎ）を選択します。 

 

 
 

②下記メッセージがでます。チャンネル変更後は、プログラムを再起動してください。 

 

 
 

③監視チャンネル数を「１」～「１６０」の範囲で設定してください。 

 

 
 

 



 

 １８ 

 

（２）コミュニティチャンネルの設定 

 

コミュニティチャンネルに設定すると、そのチャンネルのエラー発生時にメール送信することが

できます。 

 

①映像・音声監視（Ｄ）のコミュニティ（Ｔ）を選択します。 

 

 

 
 

② ＶＡＤ（Ｄ）のチャンネル数（Ｎ）を選択します。 

 

 

 



 

 １９ 

 

（３）チャンネル名称の設定 

 

①メニューバーの“設定（Ｓ）”の“映像・音声監視（Ｄ）”をクリックします。 

 

②“チャンネル名（Ｃ）”をクリックします。 

 

③チャンネル名 

変更したいチャンネルをダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリック

します。 

 



 

 ２０ 

 

④チャンネル名称変更 

 

 

 
 

 

 

 

⑤チャンネル名称が設定されます。 

 

 

 

運用中の表示画面のボタンに示される文字です。 

音声メッセージで読み上げられるチャンネル名を入力します。 



 

 ２１ 

 

（４）各チャンネルごとのアラーム設定（マスク値の設定） 

 

各検知項目のマスク値を設定します。 

 

マスク値とは：サーバーが、エラー検出装置からの連続するエラー情報を、エラーとして判定・
通知するまでの時間です。 

 

① 設定（Ｓ）の映像・音声監視（Ｄ）の『マスク（Ｍ）』をクリックします。 

 

②マスク値の画面が表示されます。 

変更したいチャンネルをダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスク値を印刷します。 

選択した行のマスク値を初期値に戻します。 

選択した行のマスク値をコピーし、選択した行に貼り付けます。 



 

 ２２ 

③マスク値を設定します。 

 

 

・ １秒～９９９秒間で設定が可能です。０秒の項目は検知対象外とします。 

・ 音声のピークレベルについては、『１２～―１５』ｄB の範囲で設定できます。 

・ 『フリーズ』と『無音』のみ “アンド”設定ができます。 

※フリーズ＆無音とフリーズが有効（マスク値１以上）で、フリーズのみ発生した 

場合、ログ出力のみ行い、ボタン色の変更、及び、音声案内は行いません。 

 

【マスクの優先順位】 

１．シンク：エラー発生時は、他のエラーは通知しません。 

２．放送休止：放送休止中は、シンクのみエラー通知し、他のエラーは通知しません。 

３．その他のマスク値は全て同列です。 

 

 

＜子画面について＞ 

子画面のあるチャンネルで、子画面とベース画面別々にエラー検知をする場合の設定で

す。 

子画面は、次ページ『ロケーションデータ』で設定します。 
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（５）ロケーションデータの設定 

 

①設定（Ｓ）の映像・音声監視（Ｄ）の『ロケーションデータ（Ｌ）』をクリックします。 

 

②変更したいチャンネルをダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリッ

クします。 
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③各検知項目のマスク値を設定します。 

画面上にウィンドウ画面がある場合、その部分を指定して、ベース画面とは別にフリーズとブ

ラックを個別に検知することが出来ます。 

 

 

Ｘ２，Ｙ２

Ｘ１，Ｙ１

 

 

上図のように、ウィンドウの外枠の座標 X1,Y1、X2,Y2 を指定します。指定すると、モニタ出力から
ウィンドウ画面の座標の枠が出ます。 

ベースとウィンドウ画面の切替わりラインが白帯の中間に来るように設定して下さい。 
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（６）アラームの音声とログの設定 

 

①映像・音声監視（Ｄ）の『アラーム（Ａ）』をクリックします。 

 

②エラー検出時のログメッセージと音声ファイルの再生設定をします。 

変更したいアラーム項目をダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリ

ックします。 
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③変更画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※テキストの読み上げには、「Microsoft Agent」のインストールが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声で読み上げて欲しいメッセージを入力します。 

ログに表示したいメッセージを入力します。 
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（７）アドレスとポートの設定 

 

①映像・音声監視（Ｄ）の『アドレスとポート（Ｉ）』をクリックします。 

 

②設定したいＮｏ．の項目をダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリ

ックします。 

 

 

③接続されているＶ／Ａエラー監視ユニットなどのＩＰアドレス・ソケットポートを設定します。 
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３－３．パトライト（オプション） 

パトライトのＩＰアドレスとソケットポートの設定をします。 

 

①『パトライト（Ｏ）』の『アドレスとポート（Ｉ）』をクリックします 

 

②設定したいＮｏ．の項目をダブルクリックするか、カーソルをあわせて、『変更』ボタンをクリ

ックします。 

 

 

②接続されているパトライトのＩＰアドレスとソケットポートを設定します。 
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パトライトのランプ点灯とブザー音を任意に登録した時間動作させることができます。 

 

①『パトライト（Ｏ）』の『設定（S）』をクリックします 

 

 

②丌動日の設定 

  丌動日の設定を行うと、パトライト動作を行いません。 

  動作日の設定を行うと、動作時間帯内でパトライト動作を行います。 

  ＜日曜日の設定＞ 

 にチェックすると、丌動日となります。 

        カレンダーの日曜日部分がミュート設定色（ピンク）に変わります。 

     のチェックを外すと、動作日となります。 

        カレンダーの日曜日部分がミュート解除色（赤）に変わります。 

    ※ 日曜日の個別設定はできません。 

  ＜日曜日以外の設定＞ 

カレンダーの日付をダブルクリックすることで、丌動日、動作日を切り替え、 

設定が保存されます。  

 （動作日） ⇔   （不動日） 
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③動作時間帯の設定 

  ・開始時間と終了時間の間、パトライト動作を行います。 

  ・開始時と終了時にログを出力します。 

   ※ 開始時間と終了時間を同じにすると動作時間帯をチェックしません。 

   ※ 開始時間 ＞ 終了時間の設定は行えません。 

 

④自動復帰の設定 

  ・設定範囲は「０～３００秒」です。「０」に設定すると自動復帰しません。 

  ・本設定は全チャンネル有効です。 

    アラーム発生～自動復帰までの間に別のアラームが発生すると、自動復帰時間が 

    リセットされるため、自動復帰時間が延長されることになります。 

   

④ 設定の保存とキャンセル 

    ボタンを押すと設定が保存されます。 

   ※ 日曜日以外の丌動日設定のみ、ダブルクリックによる設定で保存されます。 

    ボタンを押すと設定がキャンセルされます。 

 

⑥ メイン画面のパトライト接続表示 

   丌動日または、動作時間帯外では、ミュート色（ピンク）に色変わりします。 
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３－４．マルチビューワ（オプション） 

ＶＡＤシリーズと、“アルビクス”マルチビューワ・ＭＶシリーズとの連動動作設定をします。 

 

①設定（Ｓ）の『マルチ・ビューワ（Ｍ）』をクリックします 

   

 

（１）アドレスとポート（Ｉ） 

 

接続されているパトライトとＩＰアドレスとソケットポートを設定します。 

 

マルチビューワが接続されると、下記メニューが設定可能となります。 

 

 

（２）初期設定（Ｄ） 

各画面ごとのマルチビューワの設定を行います。 

   

①設定したいマルチビューワの画面の番号を左クリックします。 
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② 下記設定画面が表示されます。それぞれの項目を設定します。 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＡＤのユニットに設定されているｃｈ名が表示されます。 

マルチビューワ画面に表示するｃｈ名を設定します。 

マルチビューワの画面表示モードを設定します。 

マルチビューワ画面ベース食の色を設定します。 

ＶＡＤがエラーを通知した際に、ブリンクさせる枠色を設定します。 

画面イメージ 
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（３）映像・音声監視との連動（Ｒ） 

ＶＡＤのチャンネルとマルチビューワの画面をリンクさせる設定画面です。 

   

 

① 設定したいチャンネルをダブルクリックするか、カーソルを移動して を押します。 

② 下記画面が表示されますので、リンクさせたい画面をクリックします。 

 

 

③ を押すと、初期設定（Ｄ）画面になります。 
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（４）バックアップ（Ｂ） 

マルチビューワのデータのバックアップを作成します。 

     

 

① ＰＣに保存（Ｓ） 

パソコン内にバックアップデータを保存します。 

 

 

② ＭＶに書き込み（Ｗ） 

マルチビューワ内にバックアップデータを保存します。 

 

 

 

 

 

書き込みたいマルチビューワのユニットＮｏ．を選択します。 
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４．スケジュール機能 
 

●スケジュール機能により、指定の日時に特定のチャンネルを検知対象から除外（ミュート）し

たり、ミュート解除したりすることが可能です。 

 

 

４－１．個別スケジュールの編集 

①スケジュール編集画面の表示 

メニューバーより”スケジュール（J）”の”個別設定（M）”を左クリックします。 

 スケジュール編集画面になります。 

 

 

 

 

②スケジュール追加・変更画面 

 

日付、時刻と該当する項目を入力してください。 

 パターン：ミュート設定／解除かを選択します。 

 備考：メモ欄です。 

 

 

 

このボタンで、スケジュールの追加・削除などを行います。 
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４－２．週間スケジュールの設定 

 

のボタンを押すと、下記画面が表示されます。 

 

 

 

この画面で、月～金 または 土日 の２種類のスケジュールを設定することが出来ます。 

・『チェックマーク』ありで週間スケジュール有効となります。 

・『ミュート設定時刻』は対象チャンネルについてミュート設定する時刻です。 

・『ミュート解除時刻』は対象チャンネルについてミュート解除する時刻です。 

・『対象チャンネル』ボタンを押下すると、下記画面が表示されます。 

 

 

この画面で対象チャンネルを選択します。 

クリックするごとに、選択（水色），選択解除（グレー） に変わります。 

この画面はチャンネル数により画面の高さが変わります。 

『OK』ボタンを押下すると、前画面の対象チャンネル一覧が表示更新されます。 
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４－３．スケジュール動作時の前後時間設定 

 

 スケジュール実行に際し、前後時間が設定できます。 

   

 

 

①ミュート設定の前時間設定 

  スケジュール時刻の○○分前にミュート設定が行われます。 

 

②ミュート解除の後時間 

  スケジュール時刻の○○分後にミュート設定が行われます。 

 

※前後時間の設定とスケジュール実行時刻 

(分) (分) スケジュール登録時刻 スケジュール実行時刻 

前時間 後時間 ミュート設定 ミュート解除 ミュート設定 ミュート解除 

0 0 3:00:00 3:01:00 3:00:00 3:01:00 

1 1 3:00:00 3:01:00 2:59:00 3:02:00 

1 1 
6/21  

0:00:00 

6/21  

23:59:00 

6/20  

23:59:00 

6/2２  

0:00:00 
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４－４．EPG データ取得によるスケジュールの自動登録（オプション） 

 

  インターネット上のＥＰＧデータを元に、ミュート設定、ミュート解除のスケジュールを 

自動的に登録します。なお、本機能はプロトタイプ版であり、別途「EPG データ取得ソフト」 

が必要です。 

 

①EPG 取り込み設定 

メニューバーより”スケジュール（J）”の” EPG 取り込み設定（E）”を左クリックします。 

 EPG 設定画面になります。 

 

 

 

②VAERR 側チャンネルと EPG 収集側チャンネルのリンク付け 

   左側のチャンネル名は VAERR 側チャンネル名を、右側のチャンネル名はＥＰＧ収集ソフト 

側のチャンネル名を表示しています。 

  変更したいチャンネル行をダブルクリックするとチャンネル選択画面が表示されます。 

 

  選択肢の中から VAERR 側チャンネルに該当する EPG 側チャンネルを選択します。 

  この操作を監視したいチャンネル数分繰り返します。 

  ただし、コミュニティチャンネル(ローカルチャンネル)はＥＰＧデータがありませんので設定

できません。 

EPG 収集ソフトが動作しているＰＣの共有フォルダを設定します。 
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③スケジュールの自動登録 

 ＥＰＧ収集ソフトは 2 時間に一回ＥＰＧ情報を収集しています。 

VAERR ソフトは EPG データの更新を監視しており、変化があった場合はスケジュールを登録

し直します。これにより最新の状態を保ちます。  

ここで自動登録したスケジュールは編集（変更・削除）可能です。 

 また、ＥＰＧ登録されたスケジュールも前後時間設定の対象となります。 

 

 

 

 

 

EPG データより自動登録したスケジュールの場合、「○」が表示されます。 
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④運用上の注意点 

 先述しましたように本機能はプロトタイプであり、また元とするデータがインターネット上の

データということで 100%信頼がおけるものではありません。 

 以下に挙げる点に注意し運用を行ってください。 

 

・放送休止時、｢放送休止｣や｢カラーバー｣などのタイトルで番組として登録されていることが 

あります。 

  →このスケジュールをそのまま運用するとフリーズ（または放送休止）がアラームとして 

ロギングされます。 

   ごく一部のチャンネルで少ない頻度でこのようなことが発生します。 

 

 ・月替り時、元ＥＰＧデータが更新されていないことがあります。 

  →連続で終夜放送されていたチャンネルが月替り時に 5:30～6:00 まで休止したりします。  

   実は新番組が始まる予定となっており、その情報が取得元のＥＰＧに反映されていない。 

   これは供給元にデータがないためであり、対応丌可能となります。 

 

 ・終了時間丌定の番組や延長に対応できない 

  →スポーツ中継などで、番組終了予定時刻 2:00 に終了せず延長した場合、延長部分は 

未検知となります。（番組終了予定時刻で検知終了） 

   取得元ＥＰＧデータの更新は朝 5 時に行うとの注意書きあり(infoseek テレビ番組表) 

    上記のことから、延長があった場合でもＥＰＧデータは更新されないものと思われます。 

（複数回更新無し） 
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５．ログ抽出（メニューバー） 

 

●ログリストから、日付・時刻・チャンネル名・アラーム内容・ユニットＮＯの条件を指定して、

抽出することができます。 

 

①メニューバーの“ログ抽出（Ｌ）”を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容：抽出したいログ内容を入力します。 

チャンネル：抽出したいチャンネルを選択します。 

ＶＡＤ－８００：抽出したいユニットを選択します。 

 

②条件を指定してＯＫボタンを押すと、別に抽出ログウィンドウが開いて、指定の条件に合致す

るリストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出したい日付と時刻の範囲を設定します。 
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６．バージョン情報（メニューバー） 

 

●コントロールソフトウェアのバージョン情報を表示します。 

 

①メニューバーの“バージョン情報（Ｖ）”を左クリックします。 

 

   

 

 

７．終了（メニューバー） 

 

●コントロールソフトウェアを終了します。 

 

①メニューバーの“終了（Ｘ）”を左クリックします。 
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８．運用方法 

 

（１）全ての設定が終了したら、 停止中の横の を左クリックし、エラー

のモニタリングを開始します。 

（検知停止ボタン）に変化し、ボタン内のＬＥＤが点滅します。 

 

（２）エラーが検知されると、該当するエラーのチャンネルボタンが赤色に変わるとともに、ロ

グリストにログが追加されます。 

 

 

（３）エラーのチャンネルを左クリックし、ソフト上で確認すると、ボタンは緑色に変わります。 

また、ＥＳＣキーを押すことにより、全てのエラーを確認したとみなし、ボタンは緑色に

変わります。 
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（４）エラー自体が復帰すると、通常のボタン状態に戻ります。 

 

 

（５）確認作業をしないうちに、エラーが自然復帰すると、ボタンは黄色に変わります。 

 

 

 

黄色ボタンの左クリックを確認作業とみなし、エラーは既に復帰しておりますので、通常の

ボタン（灰色）に戻ります。 
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（！）チャンネルのミュート（検知対象外）について 

チャンネル毎に検知の対象から除外することができます。（メンテナンス時や放送休止時な

どに使用できます） 

各チャンネルのボタンの上部をダブルクリックすることで、設定できます。ミュートチャン

ネルはボタン上部がピンク表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをダブルクリックすることで、チャンネルのミュートを設定・解除できます。 

ミュート中はチャンネルボタンの上部がピンクで表示されます。 
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９．特記事項 

 

９－１．インストールフォルダにあるファイルについて 

 

 インストールフォルダにあるファイルは管理ソフトで使用している重要なファイルです。 

手動で編集、変更する事はお控えください。 

 

 

 



 

 

 

お問い合わせ先 

 

お買い上げいただきました弊社製品

についてのアフターサービスは、お

買い上げの販売店におたずねくださ

い。 

なお、販売店が丌明の場合は弊社へ

お手数でもご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無断転載禁止 

アルビクス株式会社  
 

〒９５９－０２１４ 

新潟県燕市吉田法花堂１９７４－１ 
ＴＥＬ：０２５６－９３－５０３5 

ＦＡＸ：０２５６－９３－５０３８ 

 

故障・保守サービスのお問い合わせは 

販売店： 

ＴＥＬ 

担 当 

製品の操作方法に関するお問い合わせは 


